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第
50
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
土
佐
洋
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
変
光
栄
に
存
じ
る
と
と
も
に
、

職
責
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

通
年
議
会

　

通
年
議
会
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
閉
会
期

間
が
な
く
い
つ
で
も
本
会
議
を
招

集
で
き
る
こ
と
、
災
害
時
な
ど
の

緊
急
対
応
が
迅
速
に
行
え
る
こ

と
、
ま
た
、
専
決
処
分
が
減
少
す

る
た
め
議
会
の
監
視
機
能
が
強
化

さ
れ
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
十

　

議
会
は
、
住
民
に
一
番
近
い
政

治
の
場
で
あ
り
「
住
民
の
福
祉
と

暮
ら
し
を
守
る
」
役
割
が
あ
り

ま
す
。

　

多
様
な
意
見
が
議
論
さ
れ
「
町

民
が
主
人
公
」
と
な
る
町
議
会
を

目
指
し
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

副
議
長
あ
い
さ
つ

新
た
な
議
会
に

土佐 洋子

窪田 美樹

　

い
た
だ
い
た
機
会
を
無
駄
に
す

る
こ
と
な
く
、
そ
の
職
責
の
重
さ

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
誠
実
か
つ

公
正
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

監
査
委
員
あ
い
さ
つ

石岡 実成

分
な
審
査
時
間
が
確
保
さ
れ
る
た

め
、
議
会
運
営
の
充
実
・
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

主
権
者
教
育

　

若
い
世
代
が
政
治
に
無
関
心
で

は
な
く
、
自
分
ご
と
と
し
て
と
ら

え
、
未
来
の
担
い
手
と
な
っ
て
い

く
た
め
に
、
主
権
者
教
育
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
町
内
の
学
校
と
の

連
携
な
ど
で
、
政
治
へ
の
関
心
を

育
む
環
境
を
整
え
ら
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

手
話
言
語
条
例

　

町
政
は
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
手
話

言
語
条
例
の
制
定
を
推
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
手
話
を
言
語
と
し

て
正
し
く
位
置
づ
け
、
聴
覚
障
が

い
の
あ
る
方
々
の
権
利
と
尊
厳
を

守
る
こ
と
は
、
町
の
多
様
性
を
尊

重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
初
め
て
開
催
さ

れ
る
「
東
京
2
0
2
5
デ
フ
リ
ン

　

シ
チ
リ
ア
島
で
の
ウ
ィ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
世
界
大
会
で
優
勝

後
、大
学
在
学
中
に
プ
ロ
に
転

向
。海
上
パ
ト
ロ
ー
ル
は
日
課
。

　

手
話
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

デフリンピック
ホームページ

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

※
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
全
委
員
会
に
出
席

　

し
ま
す
。

ピ
ッ
ク
」
に
は
、
町
内
か
ら
も
代

表
選
手
が
出
場
し
ま
す
の
で
、
町

を
あ
げ
て
応
援
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

土佐 洋子土佐 洋子

議長あいさつ
ホームページ

委
員
長

金
崎
ひ
さ

副
委
員
長

笹
本
貢
史

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備
に

関
す
る
特
別
委
員
会

全
議
員
で
構
成
し
ま
す
。

金
崎
ひ
さ

金
崎
ひ
さ

星
加
代
子

星
加
代
子

伊
東
圭
介
委
員
長

伊
東
圭
介
委
員
長

近
藤
昇
一
副
委
員
長

近
藤
昇
一
副
委
員
長

三
浦
大
輝

三
浦
大
輝

中
村
和
雄

中
村
和
雄

山
田
由
美
委
員
長

山
田
由
美
委
員
長

笠
原
俊
一
副
委
員
長

笠
原
俊
一
副
委
員
長

笹
本
貢
史

笹
本
貢
史

窪
田
美
樹

窪
田
美
樹

荒
井
直
彦

荒
井
直
彦

笠
原
俊
一

笠
原
俊
一

石
岡
実
成

石
岡
実
成

待
寺
真
司　
　
　
　
　
　
　
　
　

待
寺
真
司　
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　自宅で食べる野菜を作っています。葉山
町農業委員会委員でもあるので、新規就農
の相談も受けています。

　毎週土曜日は、町内の医療機関で看護助
手として働いています。漫画・アニメ・
SFが趣味です。

　介護職としての相談や、ファミサポ支援
員、災害に備える団体活動を頑張ってます。
元気の素はSnow Man　☃

　息抜きにカラオケで熱唱。十八番は河島
英五「時代おくれ」。温泉に浸かり英気を
養い、スポーツ観戦や街歩きが好き。

　2歳になった息子と全力で遊ぶ、賑やか
な毎日です。八百屋時代の経験で、家では
果物と野菜の目利き担当。

　神社仏閣巡り等の旅行、読書等が趣味で
す。サッカーは苦手ですが、キャッチボー
ルのお相手ならできるかも。

待寺 真司 委員長 三浦 大輝 副委員長 笹本 貢史

近藤 昇一
　長柄神輿会に所属していま
す。お酒なしで全力担ぎ派です。
神輿ダコも。声と気合だけで盛
り上げています。

笠原 俊一
　剣道（７段）は水・金の夕方、
葉山小学校体育館で指導。居合
道（６段）は月・土に長柄小学校
体育館で稽古。生徒募集中。

金崎 ひさ
　ご招待を受け、海を楽しんで
います。「福祉」という言葉を
使わなくても「福祉」が当たり
前になる町を目指します。

石岡 実成
　55歳。趣味は料理、ゴル
フ、ドライブ、スポーツ観戦。
町民の町民による町民のための
政治を具現化します。

　平成25年にわな猟の免許を取得し、仲
間と共にイノシシ対策に取り組んで10年。
今後も安心安全の町を目指します。

　登山と野球は卒業。今は、週1～２回の
水泳と時折の自転車。町民スキーに来年も
参加したい！

　元保護犬のすばる、ラブラドールのダイ
と森戸海岸、湘南国際村、南郷上ノ山公園
などをお散歩兼パトロールです。

荒井 直彦 委員長 中村 和雄 副委員長 星 加代子

総務建設常任委員会 所管は財政・総務・都市経済・消防など

教育民生常任委員会 所管は福祉・環境・教育など

伊東 圭介 窪田 美樹山田 由美
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　　　マイナ保険証の有無にかかわらず、
国保加入者全員に資格確認書を発行する手
続きを、行わせるための対応を求める意見
書を国に対して提出することを求める

　　　マイナ保険証の有無にかかわらず、
国民健康保険加入者全員に資格確認書を発
行することを求める

　委員からは｢今まで意見書を出し続けたことが 35 人学級の
実現につながった｣「教員定数の増員は短期・長期の視点があ
るが、短期的な視点から増員に賛成する｣との意見が出され、
全会一致により採択し、国に意見書を提出すべきとしました。

請願　教職員定数改善の推進・教育予算の
拡充を求める

答
　　　風水害等の出場時に適用する車両になった経緯は。
　　　火災が減少傾向であり、発生が懸念される大規模災害
　　　にも備え、資器材搭載型のポンプ車とした。

第6分団ポンプ自動車　1台　

問

答

　　　電気自動車の検討、二分割の収集車の検討はどうなっ
　　　たか。　
　　　町内走行に約50km分のバッテリー容量が必要だが、
　　　30kmしか走れない。また、槽がいっぱいになると戻
　　　ることになり見送った。

塵芥収集車　2台

問

招集会議報告

財産の取得財産の取得

討論があった請願・陳情審査討論があった請願・陳情審査

５月15日に開催し、陳情審査、議会議
案審査、正副議長の選挙、各委員会委
員や監査委員の選任を行いました。

陳情

請願

陳情

陳情

　　　ごみ処理基本データの定期開示と生ごみ
資源化処理に伴う予算決算体系の見直しー２

　委員から「町もデータ開示には前向きに取り組
んでいる」「願意は達成されている」との意見が
出され、全会一致により趣旨了承としました。

２つの陳情を一括審査とし、陳情提出人から意見陳述がありました。

委員会審査

本会議　討論

賛成（三浦）
　目先の足りていない教職員を充足するためだけに定員を拡
充するのはいかがか。とはいえ人手不足は喫緊の課題である。
賛成（窪田）
　教員の実質定数が増えておらず、人手不足は深刻化してい
る。子どもに豊かな学びを保障するため必要な手段だ。子ど
もに豊かな学びを保障するため賛成。

本会議　討論

賛成（三浦）
　理念は賛成だが意見書提出には疑問がある。

委員会審査

　委員から「現実的には町単独で対応することは難しい」
「困っている人や現場の混乱は理解できる」との意見により、
全会一致で趣旨了承としました。

本会議　討論

反対（三浦）一律送付は莫大なコストがかかる。
賛成（窪田）交付は自治事務であり、国として対応すべき。

委員会審査

　委員から「マイナ保険証と資格確認書の併用を求めること
が可能」と採択を求める意見と「加入者全員ではなく、何か
別の手段を」と趣旨了承との意見があり、賛成多数で採択し
ました。

渇水期のみ 3 期（3 年間）に分ける工事だが、それぞ
れの入札か。
１渇水期に全ての工事は終わらないため、1 橋脚ずつ
とした。業者がばらばらになる可能性があるが、しっ
かりと工事ができると判断している。

みそぎ橋橋梁補修工事第1期　　

答

問

みそぎ橋

委員会審査
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　　　入札辞退があり結果、一者となった。一者一入札に対
　　　して、入札監視委員会等の意見を聞いては。
　　　大きな自治体には設けられているが、葉山町規模では
　　　考えにくい。勿論、入札のあり方は考えていく。

役場庁舎空調設備等改修工事

答

問

請負契約請負契約

６月11日から26日までの日
程で、補正予算、条例改正、
請願陳情など審査しました。6月定例会議報告

補正予算補正予算

（令和7年度追加分）6284万円
　当初調整給付の支援額に不足が生じる方への給付事業に要
する経費に対し交付される。　　

（推奨事業メニュー分）
　　・学校給食費の支援 2253万円
　　・事業者支援　　　 4133万円
　　　給食賄材高騰に対応するものか。
　　　高騰分を当初予算に組んでいたが、国から交付された
　　　ので計上した。
　　　財源入替えだけでなく葉山らしさの財源活用を。
　　　高騰分は行政の責任の中で対応すべきと方針を持って
　　　いる。

地方創生臨時交付金

答
問

答
問

歳 入

　　　選挙の投票所等以外は一般開放しないという考えか。
　　　公的利用の限定を考えている。

堀内会館再開 11万円

答
問

答

問

　申請件数が当初見込みを上回ることに伴う増額

　　　6月の段階で耐震工事まで見込みを上回っているが取
　　　組は。
　　　能登半島地震をきっかけに、一般診断が増え、結果耐
　　　震工事へ発展するケースも増えた｡

住宅耐震推進　 115万円

　購入予定の第5分団ポンプ自動車の無償貸付車両決定に伴
う関連経費減額

消防車両等整備　 △2104万円

答

問

　退去に伴う修繕及び室内クリーニング

　　　補正を組むのは２件退去ということか。

　　　長期在住者で修繕料が大きくなる部分と退去予定者が

　　　ある。

町営住宅維持管理　 142万円

「マイタンブラーキャンペーン」経費　59万円

　町民や町を訪れる人へマイタンブラー利用促進をして、使
い捨てカップの削減、環境負荷軽減を目指す

　　　40万円売上げる根拠は。
　　　エシカルパートナーとのオフ会で素材等を決め、様々
　　　な仕掛けを考えている。
答
問

物価高騰対策支援

　電力、ガス、食料品等の物価高騰の影響を受けている施設
等の支援

（1）高齢者・障害者施設等支援金　2121万円
（2）児童福祉施設等　　678万円
（3）病院・診療所等　　425万円

農業・畜産・水産業振興対策

価格高騰の影響を受けている事業者に対し購入費の一部
補助

農業者　323万円　・　畜産業者　386万円　　　　　　　
水産業　200万円

歳 出
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委員長　伊東 圭介議 会 運 営

♦通年議会移行に際して委任先決事項の指
定について決定

♦葉山町議会議員の請負の状況の公表に関
する条例及び施行規則の決定

♦政治倫理条例第12条の検討
♦議会ＢＣＰの基本条例への追加決定
♦議会改革検討項目の状況及び今後の取り
扱い

♦議員活動実態調査の確認

委員長　山田 由美議 会 広 報

　広聴を充実させるため、ワークショップ
形式で、年2回以上の開催を目指すことに
決定しました。第１回目は8月21日に予定
しています。（裏表紙に記事）

「町民との会議」

　新たな試みとして、応募要項や規約作り等
の準備を始めます。

「議会だより」表紙写真の公募を検討

委員長　金崎 ひさ

◆再整備進捗状況と各取組の報告
　●工事は殆どが完成し、５月１日から６月
９日まで、生ごみ資源化処理施設の試運
転を行いました。

　●紙おむつ等対策に向けた実証実験を４月
16日～６月27日まで葉桜地区で行ってい
ます。９月の定例会議で対策案を示します。

◆工事遅延に関する協議の報告
　●共和化工（株）増減工事に係る増額8455万
4800円が示され、担当課で精査していま
す。

　●物価スライド等の金額変更は増減工事の
金額が決定してから協議を開始します。

　●逗子市との協議は逗子市副市長と葉山町
副町長が窓口となり、４月から開始しま
した。しかし、生ごみ分別収集を開始す
る協議は、葉山町と共和化工（株）との協議
が整ってから行うとのことです。

◆鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化実
　施計画
　●2020年からの10年計画なので、2025年
６月に中間評価を行いました。

所管事務調査

生ごみ資源化処理施設

クリーンセンター再整備
に関する特別委員会
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委員長　荒井 直彦総務建設

　｢7月～8月は、人が集まる道路を通行止
めにするのは町の経済面からも良くない｣
｢住民、町、事業者との関係は良い方向に
向かっているので、現段階で採択するには
至らない｣との意見でまとまり、全会一致
により趣旨了承としました。

◆葉山町都市計画マスタープラン
　改定を進めており、７月～８月にパブ
リックコメントを行う予定です。

所管事務調査

皆さまから寄せられた
　請願・陳情の審査等

造成工事が始まった下山口茅木山

委員長　待寺 真司教育民生

◆下水道事業
●下水道料金
　下水道使用料の適正化が急務となってい
ます。検討状況の説明を受けました。
●ウォーターＰＰＰ
　下水道施設の管理・更新一体マネジメン
トの導入に向けた検討を進めています。

所管事務調査

葉山浄化センター非常時医療用ポータブル電源(イメージ）

真名瀬駐車場

定
例
会
議
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た 　委員からは「米軍人による事故や事件が

多発しているが、警察も介入できない状態
であるなど、日米間で不平等な状況となっ
ている」「現首相も地位協定は改定したい
としている。地方からも声を上げるべき」
との意見が出され、全会一致により採択し、
国に意見書を提出すべきとしました。

　　　日米地位協定の抜本改定を求める
意見書を国に提出する事を求める
陳情

　「減免などの対応は可能であるとの確認
が取れた」｢生きがいミニデイサービス事
業の主管課の意見も聞かず採択には至らな
い｣との意見でまとまり、全会一致により
趣旨了承としました。

　　　真名瀬駐車場使用料の住民への夏
季期間減免または補助を求める
陳情

　　　トゥモローランドのホテル建設事業
に関連する町道240号線の通行止め工事
延期の陳情

陳情　委員からは「開発の中止を求めるもので
はなく、まちづくり条例に基づく指導を町
がきちんと行うことを議会からも後押しす
べき」との意見が出され、全会一致により
採択しました。

　　　下山口茅木山の大規模な造成工事
に関する陳情

かやぎ

陳情

　委員からは｢対象者にとっては生死にか
かわることで、制度として整えなければな
らない｣「国や県の補助が見込めるなら、
早急な導入を求める｣との意見が出され、
全会一致により採択しました。

　　　非常時における医療用ポータブル
電源への助成を求める
陳情
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陳情　ごみ処理基本データの定期開示と生ごみ資源化処理に伴う予算・決算体系の見直し-２

専決処分の承認について（葉山町税条例の一部を改正する条例）

葉山町議会議員の請負の状況の公表に関する条例

葉山町議会基本条例の一部を改正する条例

委任専決事項の指定についての一部改正について

監査委員の選任について

承認

可決

可決

可決

同意

P4

－

－

－

－

－

陳情
第7-13号
議案
第18号
議会議案
第7-7号
議会議案
第7-8号
議会議案
第7-9号
議案
第19号

全 会 一 致 の 議 案 等 結果 関連記事

令和７年度葉山町一般会計補正予算（第２号）

令和７年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

葉山町税条例の一部を改正する条例

葉山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

葉山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例  

工事請負契約の締結について（みそぎ橋橋梁補修工事（第一期）） 

工事請負契約の締結について（役場庁舎空調設備等改修工事） 

財産の取得について（第６分団ポンプ自動車１台）

財産の取得について（塵芥収集車 ２台）

財産の取得について（小学校学習用コンピュータ等）

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

P5

－

－

－

－

P4

P4

P4

P4

－

議案
第20号
議案
第21号
議案
第22号
議案
第23号
議案
第24号
議案
第25号
議案
第26号
議案
第27号
議案
第28号
議案
第29号

全 会 一 致 の 議 案 等 結果 関連記事

財産の取得について（中学校学習用コンピュータ等） 

人権擁護委員の推薦について

令和７年度葉山町一般会計補正予算（第３号）   

日米地位協定の抜本改定を求める意見書

教職員定数改善の推進及び教育予算の拡充を求める意見書

陳情 日米地位協定の抜本改定を求める意見書を国に提出する事を求める

株式会社三嘉を事業者とする有限会社新世工業による下山口茅木山の大規模な造成工事に関する陳情書

非常時における医療用ポータブル電源への助成を求める陳情書

陳情 真名瀬駐車場使用料の住民への夏季期間減免又は補助を求める

トゥモローランドのホテル建設事業に関連する町道 240 号線の通行止め工事延期の陳情 

可決

同意

可決

可決

可決

採択

採択

採択

趣旨了承

趣旨了承

－

－

－

P9

P9

P7

P7

P7

P7

P7

議案
第30号
議案
第31号
議案
第32号
議会議案
第7-10号
議会議案
第7-11号
陳情

第7-14号
陳情

第7-17号
陳情

第7-18号
陳情

第7-19号
陳情

第7-20号

定
例
会
議
報
告

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

趣旨了承
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○は賛成　　×は反対　　◎は提出者
※議長に表決権はありません。可否同数のときのみ議長が決します。

教職員定数改善の推進および教育予算の拡充を求める
2026年度政府予算についての請願書

マイナ保険証の有無にかかわらず、国民健康保険加入者全
員に資格確認書を発行することを求める陳情

マイナ保険証の有無にかかわらず、国保加入者全員に資格
確認書を発行する手続きを、行わせるための対応を求める
意見書を国に対して提出することを求める陳情

マイナ保険証の有無に関わらず、国民健康保険加入者全員
に資格確認書を発行することを求める意見書

×

討
論
○○○○○○○○○○○○－

○
討
論
○○○○○○○○○

○
討
論
○○－

○
討
論
○○○○○○○○○○○○－

×

討
論
○○○○○○○○○

○
討
論
○○－

可決

採択

趣旨
了承

P4

採択

P9

P4

P4

関連
記事

結　

果

議員氏名(議席順）

議案・請願・陳情等

議会議案
第7-12号

請願
第7-1号

陳情
第7-15号

陳情
第7-16号

土
佐
洋
子

伊
東
圭
介

近
藤
昇
一

窪
田
美
樹

待
寺
真
司

笠
原
俊
一

荒
井
直
彦

金
崎
ひ
さ

山
田
由
美

石
岡
実
成

中
村
和
雄

笹
本
貢
史

星
加
代
子

三
浦
大
輝

日米地位協定の抜本改定を求める意見書

　在日米軍人等による事件や事故は、旧日米
安全保障条約発効後、1952年から現在に至
るまで、沖縄県をはじめ様々な場所で発生して
おり、国民の安心・安全が脅かされている。
　これらの背景には、事件の際、日本側に立ち
入り権がないことや、国内法を無視した米軍用
機の低空飛行などを認める航空特例法、刑事
裁判権における米軍の特権などを定める日米
地位協定がある。
　よって、国においては、公正・良好な日米両
国の関係を維持するとともに、国民の生命・財
産と基本的人権を守るため、米軍への国内法
の原則適用等を内容とする日米地位協定の見
直しを早急に行うよう強く要望する。

教職員定数改善の推進及び教育予算の
拡充を求める意見書

１　小学校における教科担任制の実施にあ
たっては、教職員定数を増員し対応するこ
と。

２　子どもが抱える多様な課題に対応するた
め、教育に関わる人員の拡充を推進するこ
と。

３　教育予算充実のため、地方交付税を含む国
の予算を拡充すること。

マイナ保険証の有無に関わらず、
国民健康保険加入者全員に資格確認書を

発行することを求める意見書

　国は令和８年７月末までの暫定措置として、
後期高齢者医療制度の対象者に対し、マイナ
保険証の保有状況に関わらず、資格確認書を
申請不要かつ無償で交付する運用を決定し
た。
　市町村国保加入者全員に対しても、マイナ
保険証の有無に関わらず、資格確認書を無償
かつ申請不要で発行する手続きを保険者に対
応させること及びそのための予算措置を講じ
ることを求める。

定
例
会
議
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た

※紙面の都合上要約しています。



問　

民
間
の
寺
院
の
協
力
の
も
と
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
た
ペ
ッ
ト
連
れ
避
難
所
の
設
置
の
た
め
、

ル
ー
ル
と
管
理
体
制
の
充
実
を
。

総
務
部
長　

様
々
な
課
題
の
可
能
性
を
鑑
み
、
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
、
町
と
し
て
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
。

  問　

防
災
関
連
の
資
格
を
取
得
す
る
費
用
を
助
成
し
、

災
害
対
策
の
学
習
意
欲
を
促
進
す
べ
き
で
は
。

総
務
部
長　

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
含
め
、
有
資
格

者
に
ど
の
よ
う
な
活
躍
の
場
が
あ
る
か
研
究
す
る
。

　
　
　

問　

日
本
の
低
出
生
体
重
児
の
割
合
は
、
約
10
人
に

1
人
。
不
安
を
抱
え
る
母
親
へ
の
支
援
は
。

福
祉
部
長　

出
生
届
時
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
県

の
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
て
い
る
。

問　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
情
報
発
信
を
強
化
し
て
は
。
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皆さんはどのテーマに関心がありますか？

一般質問は、答弁を含め、1人あたりの持ち時間は60分です。
掲載している内容は、質問者の原稿を基に広報常任委員会が編集校正したものです。
会議録は、議会ホームページのほか、議会事務局、図書館でもご覧いただけます。

町政を問う 　各議員の枠内右下にある
QRコードを読み取ると議
会本会議での一般質問の動
画を見ることができます。
また、過去に遡った質問動
画もご覧いただけます。

星
加
代
子

石
岡
実
成

民
間
の
力
を
借
り
た

ペ
ッ
ト
連
れ
専
用
避
難
所
を

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
支
援
は

「
や
る
」と
い
う
こ
と
で
い
い
か

総
務
部
長

共
助
で
自
主
運
営
で
き
る
よ
う

　

支
援
の
形
を
検
討
す
る

共
助
を
促
進
す
る
人
材
育
成

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

問　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
へ
の
支
援
制
度
は
、

県
の
補
助
事
業
を
利
用
し
、
令
和
７
年
度
中
に
実
施

に
向
け
て
答
え
を
出
す
時
期
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

教
育
部
長　

県
下
で
の
取
組
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
い

よ
い
よ
事
業
化
と
い
う
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
視
野

に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

そ
れ
は
「
や
る
」
と
認
識
し
て
い
い
の
か
。

教
育
長　

ス
キ
ー
ム
等
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
な
る
べ

く
早
目
に
事
業
化
す
る
方
向
で
進
め
て
い
く
。

問　

不
登
校
対
策
は
、
子
ど
も
ま
ん
中
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
町
側
の
担
当
課
と
し
て
も
、
し
っ
か
り

と
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

福
祉
部
長　

勿
論
、
協
議
、
連
携
し
な
が
ら
、
し
っ

か
り
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　問　

葉
山
を
代
表
す
る
景
色
と
し
て
名
高
い
上
山
口

教
育
長　
　
　

ス
キ
ー
ム
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、

　

事
業
化
す
る
方
向
で
進
め
て
い
く

上
山
口
の
棚
田
の
支
援

定
例
会
議
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た

福
祉
部
長　

速
や
か
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
案
内
す
る
。

　
　問　

高
齢
者
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用

助
成
は
65
歳
以
上
に
５
年
お
き
だ
が
、
92
歳
の
方
か

ら
ご
相
談
が
あ
っ
た
。
こ
の
方
の
場
合
は
95
歳
に
な

る
ま
で
待
つ
し
か
な
い
の
か
。

福
祉
部
長　

国
の
予
防
接
種
法
の
定
期
接
種
が
５
年

お
き
に
な
っ
て
い
る
。
定
期
接
種
以
外
の
場
合
、
補

償
制
度
が
異
な
る
た
め
、
ま
ず
は
定
期
接
種
の
対
象

者
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
　問　

猛
暑
、
災
害
時
を
見
据
え
た
上
で
学
校
体
育
館

の
空
調
設
備
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
国
が
特
例
交
付
金

を
創
設
し
、
設
置
の
加
速
化
を
進
め
て
い
る
が
。

教
育
部
長　

学
校
再
整
備
計
画
と
あ
わ
せ
、
既
存
の

学
校
の
体
育
館
空
調
を
ど
う
す
る
か
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問　

猛
暑
を
見
据
え
た
環
境
対
策
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P.18 P.18 P.16 P.16 P.16 P.14 P.14 P.14 P.12 P.12 P.12 P.10 P.10

伊東圭介 山田由美 待寺真司三浦大輝

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

熱
中
症
対
策

の
棚
田
も
、
後
継
者
問
題
や
環
境
改
善
な
ど
、
民
間

の
有
志
作
業
で
は
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
、
町
と
し
て
こ
う
し
た
団
体
を
支
援
し
な
が

ら
一
緒
に
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
。

都
市
経
済
部
長　

ま
ず
は
具
体
的
に
話
を
伺
っ
た
う

え
、
国
・
県
に
も
相
談
し
な
が
ら
し
っ
か
り
応
援
し

て
い
き
た
い
。

　
　問　

町
の
示
す
方
向
性
と
し
て
、
今
一
度
、
庁
舎
内

の
意
志
統
一
を
図
る
べ
き
で
は
。

政
策
財
政
部
長　

議
員
の
提
案
通
り
、
幅
広
く
協
議

を
重
ね
て
、
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　問　

町
民
参
加
を
促
す
よ
う
な
、
参
加
可
能
な
会
議

の
情
報
や
ア
ー
カ
イ
ブ
の
開
示
を
し
て
ほ
し
い
。

政
策
財
政
部
長　

ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問　

学
校
給
食
時
間
・
教
育
の
環
境
整

備

エ
シ
カ
ル
は
や
ま

協
働
を
後
押
し
す
る
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善

自作のプレゼン資料

民間の寺院でのペット避難訓練

定
例
会
議
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た

ペ
ッ
ト
の
避
難
所

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

修
学
旅
行

小
中
一
貫
校

開
発

ま
ち
づ
く
り
条
例

南
郷
の
交
差
点

花
火
大
会

障
が
い
者
の
就
労
状
況

葉
山
に
駅

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

生
ご
み
分
別

町
が
結
ん
だ
協
定
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問　

学
校
整
備
基
本
構
想
で
は
「
児
童
・
生
徒
数
の

激
減
対
応
型
小
中
一
貫
校
の
１
校
先
行
整
備
」
と
の

記
載
で
、
後
発
校
も
あ
り
き
の
構
想
と
認
識
す
る
が
。

教
育
部
長　

令
和
11
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
児
童
・

生
徒
数
や
出
生
数
の
変
化
を
見
極
め
、
１
校
先
行
整

備
し
た
後
の
学
校
の
方
針
を
改
め
て
公
表
し
た
い
。

問　

新
設
の
義
務
教
育
学
校
開
校
予
定
の
令
和
15
年

度
に
は
１
７
９
８
人
の
見
込
み
で
、
各
学
年
６
ク
ラ

ス
が
必
要
だ
が
、
上
限
を
45
学
級
と
し
た
理
由
は
。

教
育
部
長　

葉
山
小
学
校
地
の
建
蔽
率
40
％
で
、
建

築
物
の
延
べ
床
面
積
が
上
限
に
達
し
て
い
る
た
め
だ
。

問　

構
想
の
各
階
平
面
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
体
育

館
を
、
例
え
ば
葉
山
中
学
校
体
育
館
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
れ
ば
、
当
初
よ
り
１
校
整
備
で
進
め
て
、

各
学
年
６
ク
ラ
ス
54
学
級
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
、

図
書
館
機
能
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
も
可
能
だ
が
。

待
寺
真
司

山
田
由
美

１
校
先
行
整
備
の
構
想
だ
が

後
発
校
も
あ
る
の
か

下
山
口
の
開
発
に
つ
い
て
、

事
業
者
に
聞
き
取
り
を
要
望

す
る
は
ず
だ
が

荒
井
直
彦

葉
山
中
学
校
の
修
学
旅
行
が

４
年
に
一
度
、土
日
に
開
催

さ
れ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
か

教
育
部
長

児
童
・
生
徒
数
や
出
生
数
の

　

変
化
を
見
極
め
方
針
を
公
表
す
る

問　

今
年
も
葉
山
中
学
校
が
４
年
に
一
度
の
繰
り
返

し
で
土
日
開
催
に
な
っ
た
。
過
去
の
修
学
旅
行
の
反

省
を
踏
ま
え
て
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

に
思
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
長　

修
学
旅
行
に
関
し
て
は
、
小
学
校
と
中
学

校
、
学
習
の
目
標
も
違
う
考
え
方
を
も
っ
て
動
い
て

い
る
。
神
奈
川
県
は
特
別
で
、
神
奈
川
県
中
学
校
校

長
会
の
中
に
委
員
会
が
あ
り
、
校
長
先
生
が
持
ち
回

り
で
各
地
区
と
の
調
整
い
わ
ゆ
る
JR
の
折
衝
を
行
う

た
め
、
そ
の
経
緯
で
、
ど
う
し
て
も
、
４
年
一
度
は

回
っ
て
い
る
実
態
で
あ
る
。
ま
た
、
旅
行
会
社
に
委

ね
れ
ば
、
日
程
は
希
望
通
り
に
な
る
が
、
料
金
の
割

引
率
等
々
が
上
が
り
、
費
用
の
高
騰
に
繋
が
っ
て
し

ま
う
。

問　

土
日
に
民
間
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
加
す
る
か
、

修
学
旅
行
に
参
加
す
る
か
を
選
択
す
る
こ
と
を
生
徒

教
育
長

そ
の
経
緯
が
あ
り
、
４
年
に

　

一
度
は
、
回
っ
て
く
る
実
態

問　

下
山
口
の
開
発
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
県
に
提

出
し
た
書
類
に
大
き
な
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
近

隣
住
民
の
指
摘
で
発
覚
し
た
。
土
砂
の
搬
入
量
に
関

わ
る
こ
と
だ
。
県
は
事
業
者
に
、
再
提
出
す
る
よ
う

指
導
し
て
く
れ
た
。
町
と
し
て
も
、
事
業
者
に
聞
き

取
り
を
要
望
す
る
は
ず
だ
が
。

環
境
部
長　

事
業
者
か
ら
情
報
の
提
供
を
断
ら
れ
た
。

問　

事
業
者
は
「
搬
入
の
記
録
が
な
い
の
で
、
記
憶

で
県
へ
の
報
告
を
作
成
し
た
」
と
説
明
し
た
。
今
後
、

こ
の
事
業
者
に
は
、
警
戒
心
を
持
っ
て
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

都
市
経
済
部
長　

条
例
に
沿
う
よ
う
指
導
す
る
。

問　

一
色
平
松
の
開
発
に
つ
い
て
、
環
境
課
の
所
有

す
る
崖
が
流
水
で
え
ぐ
れ
た
問
題
は
。
こ
こ
２
年
の

変
化
な
の
で
、
開
発
と
の
関
り
が
あ
る
の
で
は
。

環
境
部
長　

開
発
と
の
因
果
関
係
は
、
判
断
が
難
し

環
境
部
長　
　
　

　

情
報
の
提
供
を
断
ら
れ
た

定
例
会
議
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
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し
た
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教
育
部
長　

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
を
見
極
め
る
た

め
、
令
和
11
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
実
績
ベ
ー
ス
を

見
た
上
で
、
指
摘
さ
れ
た
様
々
な
問
い
か
け
に
対
し

て
、
明
確
な
方
針
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

   問　

被
災
住
家
の
罹
災
証
明
の
交
付
は
、
被
災
者
の

生
活
再
建
の
第
１
歩
と
な
る
た
め
、
発
行
の
迅
速
化

と
精
度
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
検
討
状
況
は
。

総
務
部
長　

事
務
手
続
き
の
簡
素
化
・
デ
ジ
タ
ル
化

を
主
眼
に
シ
ス
テ
ム
化
を
図
る
。
研
究
を
進
め
て
お

り
７
月
早
々
に
横
須
賀
市
の
シ
ス
テ
ム
を
見
に
行
く
。

問　

狭
隘
道
路
解
消
に
向
け
た
取
組
の
進
捗
は
。

都
市
経
済
部
長　

具
体
的
な
制
度
設
計
に
向
け
関
係

各
課
と
調
整
を
図
り
、
早
期
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

問　

木
造
住
宅
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
（
昭
和
56
年
６
月
以

降
平
成
12
年
５
月
）
へ
の
補
助
対
象
拡
大
実
現
を
。

町
長　

財
源
的
な
問
題
も
あ
る
が
覚
悟
を
持
っ
て
向

き
合
う
大
き
な
課
題
で
、
早
期
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
判
断
さ
せ
な
い
方
が
良
い
の
で
は
。

教
育
長　

過
去
の
経
験
で
は
、
高
校
の
場
合
は
土
日

を
外
し
て
い
る
。
今
後
、
南
郷
中
に
関
し
て
は
も
う

一
度
考
え
方
を
整
理
し
た
上
で
、
ま
だ
ま
だ
検
討
の

余
地
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
方
向
性
に
な

る
か
、
改
め
て
報
告
す
る
。

問　

葉
山
町
立
小
中
学
校
に
お
け
る
落
雷
事
故
防
止

の
対
策
は
。

教
育
長　

事
前
に
気
象
情
報
を
確
認
す
る
と
と
も
に

天
候
の
急
変
に
も
た
め
ら
う
こ
と
な
く
中
止
や
適
切

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

   問　

今
後
、
町
が
推
進
し
て
い
く
ヤ
ス
デ
対
策
は
。

環
境
部
長　

町
民
生
活
の
影
響
を
最
小
限
抑
え
る
た

め
、
引
き
続
き
、
調
査
研
究
を
重
ね
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

葉
山
町
立
小
学
校
の
運
動
会
の
開

催
日

  

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
対
策

い
。
事
業
者
と
は
協
議
を
し
て
い
る
。

　
　問　

町
民
か
ら
古
本
の
寄
附
を
つ
の
り
、
換
金
し
て

図
書
購
入
に
あ
て
た
り
、
使
え
る
本
を
学
校
内
に
配

置
し
た
り
し
て
は
ど
う
か
。
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
は
、

ブ
ッ
ク
オ
フ
の
事
業
者
と
連
携
し
た
。

教
育
部
長　

選
書
や
事
務
負
担
等
、
課
題
が
あ
る
。

　
　問　

個
人
の
場
合
は
匿
名
で
も
構
わ
な
い
が
、
企
業

や
団
体
か
ら
の
寄
附
は
、
企
業
名
や
団
体
名
と
金
額

を
公
表
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

政
策
財
政
部
長　

今
後
は
、
非
公
表
を
希
望
す
る
場

合
、
理
由
を
明
記
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
。

問　

公
表
を
断
る
理
由
に
つ
い
て
、
町
の
想
定
は
。

町
長　

税
金
対
策
や
株
主
対
応
、
他
団
体
と
の
公
平

性
等
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問　

企
業
・
団
体
か
ら
の
匿
名
寄
附
を
断
る
こ
と
は
。

政
策
財
政
部
長　

想
定
し
て
い
な
い
。

古
本
の
活
用

新設校の各階平面計画案

葉山中、南郷中の
ホームページ

土砂搬入直後の下山口開発予定地
（2024年4月）

町
及
び
関
連
団
体
へ
の
匿
名
寄
附
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問　

南
郷
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
で
の
渋
滞
解
消
の
た
め

に
、
南
郷
交
差
点
の
改
良
を
県
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

都
市
経
済
部
長　

提
案
を
県
に
伝
え
た
。
県
は
北
側

ト
ン
ネ
ル
開
通
で
渋
滞
が
解
消
す
る
と
し
て
い
る
。

問　

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
待
た
ず
に
、
南
郷
交
差
点

の
改
良
で
渋
滞
の
解
消
が
図
れ
る
の
で
は
。

都
市
経
済
部
長　

県
に
状
況
を
説
明
し
要
望
す
る
。

問　

一
色
平
松
の
開
発
予
定
地
に
隣
接
す
る
町
有
地

が
地
下
水
の
湧
水
に
よ
っ
て
削
ら
れ
て
い
る
。
町
に

対
応
を
求
め
た
が
そ
の
結
果
は
。

環
境
部
長　

開
発
予
定
地
の
事
業
者
と
話
し
合
っ
て

い
る
。
工
事
を
行
う
場
合
に
は
住
民
に
も
説
明
す
る
。

問　

下
山
口
茅
木
山
の
山
林
伐
採
は
風
致
地
区
条
例

に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
経
済
部
長　

管
理
伐
採
な
の
で
違
反
で
は
な
い
。

近
藤
昇
一

三
浦
大
輝

渋
滞
解
消
の
た
め
、南
郷
交
差
点
の

改
良
を
県
に
求
め
る
べ
き
で
は

花
火
大
会
の

今
後
の
開
催
方
針
は

中
村
和
雄

但
し
書
き
適
用
の
基
準
が
な
い

こ
と
が
指
導
を
困
難
に
し
て
い
る

の
で
は

都
市
経
済
部
長

要
望
し
て
い
く

問

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
但
し
書
き
適
用
の
基
準
が

な
い
た
め
「
拡
幅
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
業
者
の
言

い
分
が
通
っ
て
し
ま
う
。
条
例
の
設
置
目
的
を
含
め

町
民
が
納
得
で
き
る
基
準
を
設
け
て
、
業
者
指
導
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
が
。

都
市
経
済
部
長　

幅
員
の
狭
い
道
路
は
防
災
上
の
問

題
も
あ
る
。
開
発
事
業
者
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

指
導
の
流
れ
や
あ
る
べ
き
形
を
議
論
し
て
い
る
。

問　

訴
訟
に
な
っ
て
も
い
い
く
ら
い
の
覚
悟
で
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

町
長　

訴
訟
と
い
う
状
態
に
町
を
お
く
べ
き
で
な
い

と
考
え
て
い
る
が
、
現
在
訴
訟
に
な
っ
て
い
る
案
件

が
あ
る
の
で
、
町
民
の
気
持
ち
や
民
主
主
義
の
あ
り

方
、
地
方
自
治
の
本
旨
を
、
強
く
訴
え
て
い
く
。

都
市
経
済
部
長

事
業
者
指
導
に
つ
い
て
、

　

あ
る
べ
き
形
を
議
論
し
て
い
る

小
中
一
貫
校
の
整
備

問　

花
火
大
会
の
規
模
の
縮
小
で
戸
惑
い
が
あ
る
。

今
後
の
開
催
方
針
は
。

町
長　

文
化
と
し
て
変
革
し
つ
つ
守
っ
て
い
き
た
い
。

　
　問　

「
生
活
環
境
」
の
視
点
で
は
な
く
「
ご
み
総
量

ベ
ー
ス
」
で
収
集
回
数
を
決
め
る
が
基
本
の
考
え
か
。

環
境
部
長　

そ
う
い
う
理
解
で
よ
い
か
と
思
う
。

問　

紙
お
む
つ
課
題
の
対
応
策
に
つ
い
て
進
捗
は
。

環
境
部
長　

紙
お
む
つ
の
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
か
、
個
別
対
応
す
る
の
か
、
結
論
が
出
て
い
な
い
。

ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ
の
対
策
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
。

問　

判
断
軸
に
経
済
性
、
環
境
負
荷
、
福
祉
的
視
点

が
あ
る
が
、
ど
こ
に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
か
。

町
長　

総
合
的
に
判
断
す
る
材
料
と
し
て
考
え
る
。

　
　 町

長　
　
　

葉
山
の
文
化
と
し
て
守
っ
て

　

い
き
た
いご

み
処
理
新
体
制

ま
ち
づ
く
り

子
育
て
・
学
校
整
備

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た

定
例
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議
報
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問　

管
理
伐
採
と
伐
採
の
基
準
は
あ
る
の
か
。

都
市
経
済
部
長　

基
準
は
な
い
が
、
検
討
し
た
い
。

問　

下
山
口
の
土
地
埋
立
に
つ
い
て
「
葉
山
町
土
地

埋
立
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
抵
触
す
る
可
能

性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
調
査
し
な
か
っ

た
。
県
環
境
課
は
土
量
の
調
査
な
ど
を
聞
き
取
り
し

て
い
る
。
な
ぜ
葉
山
町
は
動
か
な
か
っ
た
の
か
。

環
境
部
長　

県
が
最
初
に
動
い
た
の
は
認
め
る
が
、

町
も
立
ち
会
っ
て
い
る
。

問　

こ
こ
の
土
地
は
現
在
、
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
。

町
に
は
「
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
除
去
に
関

す
る
条
例
」
が
あ
り
、
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

消
防
長　

町
民
か
ら
相
談
も
あ
り
、
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
夏
場
の
様
子
を
見
て
再
度
指
導
を
行
う
。

問　

町
道
240
号
線
の
通
行
止
め
工
事
に
つ
い
て
、
陳

情
が
出
さ
れ
、
趣
旨
了
承
し
た
。
町
の
対
応
は
。

都
市
経
済
部
長　

夏
場
の
工
事
を
や
め
て
、
陳
情
の

要
求
に
沿
っ
た
解
決
を
し
た
。

問　

近
年
の
急
激
な
人
口
減
少
、
日
本
経
済
の
低
迷
、

大
赤
字
の
国
家
財
政
を
考
え
た
ら
、
２
校
整
備
で
な

く
１
校
整
備
で
、
そ
れ
も
で
き
る
だ
け
早
く
進
め
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
部
長

１
校
整
備
が
視
野
に
入
る
く
ら
い
人
口

減
少
が
加
速
。
財
政
不
安
が
あ
る
が
、
議
員
懇
談
会

で
示
し
た
内
容
を
も
と
に
事
業
化
を
進
め
た
い
。

問　
「
１
年
更
新
の
悲
痛
、
声
を
上
げ
ら
れ
ぬ
非
正

規
公
務
員
」
と
い
う
見
出
し
の
新
聞
記
事
が
あ
っ
た
。

葉
山
町
の
現
状
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

93
人
が
配
属
さ
れ
て
い
る
。
任
期
が
近

く
な
っ
た
ら
、
次
の
任
期
に
ど
う
な
る
か
示
す
な
ど
、

不
安
払
拭
を
心
掛
け
て
い
る
。

問　

人
事
の
原
案
作
成
は
、
基
本
、
事
務
方
が
作
成

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　

人
事
は
辛
い
作
業
だ
が
、
情
報
を
積
み
上
げ

つ
な
ぎ
合
わ
せ
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

人
事
権
の
行
使

問　

葉
山
の
子
育
て
環
境
が
、
移
住
や
定
住
に
ど
う

結
び
つ
い
て
い
る
か
の
分
析
を
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長　

定
量
的
な
分
析
は
で
き
て
い
な
い
。

問　

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
子
育
て
環
境

に
「
満
足
度
が
低
い
」
と
の
回
答
が
全
体
の
30
％
を

超
え
て
い
る
。
独
自
の
施
策
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

福
祉
部
長　

ま
ず
は
国
か
ら
の
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問　

約
200
億
円
の
事
業
費
を
投
じ
る
学
校
整
備
事
業

こ
そ
、
説
明
責
任
が
伴
う
。
人
口
流
失
抑
制
や
定
移

住
の
促
進
等
、
税
収
増
に
繋
げ
る
政
策
的
波
及
効
果

の
視
点
も
持
ち
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る
べ
き
で
は
。

町
長　

人
口
増
は
難
し
い
課
題
で
あ
り
、
子
ど
も
が

何
人
生
ま
れ
た
、
何
人
移
り
住
ん
だ
と
い
う
こ
と
よ

り
、
ま
ず
町
と
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

　
　問　

今
後
、
山
林
等
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発
行
為
が

あ
っ
た
場
合
に
、
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
考
え
か
。

町
長　

森
林
を
伐
採
し
て
の
設
置
は
や
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
強
い
思
い
が
あ
り
、
対
抗
し
て
い
く
。

試験運用される
紙おむつ専用回収ボックス

環
境
保
護

小中一貫校のイメージパース

定
例
会
議
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た

改良が求められる南郷交差点.



問　

県
が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
へ
通
っ
て
い
る
家
庭

へ
の
助
成
を
始
め
た
が
、
自
治
体
の
制
度
が
必
要
だ
。

町
は
制
度
が
な
い
。
早
急
に
助
成
制
度
の
確
立
を
。

教
育
部
長　

町
と
し
て
、
学
び
の
多
様
化
を
ど
こ
ま

で
広
げ
る
か
慎
重
に
検
討
し
協
議
に
入
っ
て
い
る
。

問　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
資
格
を
持
つ
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
預
か
る
。
利
用
料
は
以
前
か
ら
同
じ
。

利
用
料
補
助
や
報
酬
を
公
費
で
上
げ
る
考
え
は
。

福
祉
部
長　

開
所
時
か
ら
１
時
間
の
利
用
料
700
円
だ
。

研
究
を
進
め
よ
り
良
い
制
度
に
し
て
い
き
た
い
。

  問　

高
齢
者
の
お
む
つ
ご
み
対
応
に
社
協
の
介
護
用

品
支
給
事
業
対
象
者
に
声
を
聞
い
て
は
。

環
境
部
長　

排
出
量
の
多
い
世
帯
に
直
接
聞
き
取
り

を
行
い
、
対
象
世
帯
の
絞
り
込
み
を
行
い
た
い
。

問　

生
ご
み
量
が
少
な
く
週
１
回
で
も
大
丈
夫
と
い
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問　

葉
山
に
は
駅
が
な
い
。
町
長
は
こ
の
良
否
を
ど

う
思
う
か
。

町
長　

今
の
葉
山
の
良
さ
が
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
を

思
う
と
駅
が
な
い
こ
と
が
良
か
っ
た
。
交
通
の
不
便

さ
は
あ
る
が
、
町
の
良
さ
が
子
ど
も
を
育
て
る
親
と

し
て
も
良
か
っ
た
と
考
え
る
。

　
　問　

逗
子
高
校
の
跡
地
の
京
急
バ
ス
へ
の
譲
渡
記
事

は
、
中
央
道
路
の
延
伸
と
あ
わ
せ
た
葉
山
の
新
バ
ス

路
線
構
想
に
つ
な
が
る
計
画
な
の
か
。

町
長　

南
郷
ト
ン
ネ
ル
北
側
区
間
は
県
の
道
路
整
備

の
一
環
で
、
南
側
延
伸
の
国
際
村
B
・
C
地
区
の
都

市
計
画
は
あ
る
が
、
工
事
着
工
情
報
の
な
い
現
段
階

で
は
全
て
別
個
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。

政
策
財
政
部
長　

現
段
階
で
正
式
に
把
握
し
て
い
る

情
報
は
な
い
。

笠
原
俊
一

窪
田
美
樹

葉
山
に
駅
が
な
い
こ
と
の

良
否
は

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
へ
通
っ
て
い
る

家
庭
へ
の
助
成
制
度
の
確
立
を

笹
本
貢
史

町
の
障
が
い
者
の
就
労
状
況
は

町
長駅

が
な
い
か
ら
こ
そ

　

葉
山
の
良
さ
が
守
ら
れ
て
き
た

問　

町
役
場
が
葉
山
町
最
大
の
事
業
主
で
あ
る
が
、

法
定
雇
用
率
を
満
た
し
て
い
る
か
確
認
す
る
。

総
務
部
長　

本
庁
は
公
共
事
業
所
で
あ
り
、
一
般
の

法
定
雇
用
率
よ
り
上
回
っ
た
状
況
を
維
持
し
て
い
る
。

問　

一
般
就
労
に
困
難
を
感
じ
な
が
ら
障
が
い
者
枠

等
で
採
用
さ
れ
な
い
方
へ
の
支
援
は
し
て
い
る
か
。

福
祉
部
長　

そ
の
調
査
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

常
時
雇
用
者
100
人
未
満
の
事
業
主
に
対
し
、
町
独
自

の
雇
用
報
奨
金
支
給
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
　問　

計
画
策
定
は
法
的
に
は
努
力
義
務
で
あ
る
が
。

総
務
部
長　

状
況
に
合
わ
せ
た
専
門
家
の
意
見
、
福

祉
部
局
と
防
災
部
局
の
連
携
に
よ
り
策
定
し
て
い

る
。
避
難
時
の
的
確
な
対
応
が
一
番
大
切
で
あ
る
。

　
　問　

経
済
的
課
題
も
あ
り
少
子
化
は
避
け
ら
れ
な
い

総
務
部
長

町
役
場
は
一
般
の

　

法
定
雇
用
率
よ
り
上
回
る

教
育
部
長　
　
　

学
び
の
多
様
化
を
慎
重
に
検
討
し

　

協
議
に
入
っ
て
い
る

ご
み
収
集

交
通
計
画

個
別
避
難
計
画

人
口
減
に
つ
い
て

定
例
会
議
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た

う
声
も
聞
く
。
夏
期
の
み
週
２
回
等
様
々
な
研
究
を
。

燃
や
す
ご
み
週
１
回
で
１
度
の
量
が
増
え
収
集
車
が

戻
れ
ば
、
環
境
負
荷
等
課
題
が
で
る
。
状
況
は
。

環
境
部
長　

状
況
把
握
し
て
お
ら
ず
後
日
報
告
す
る
。

  問　

は
や
ま
る
タ
ク
シ
ー
利
用
率
向
上
に
、
モ
ニ

タ
ー
制
度
導
入
や
説
明
会
で
無
料
券
を
配
布
し
て
は
。

政
策
財
政
部
長　

多
角
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、
交
通
不
便
地
と
す

る
上
山
口
・
木
古
庭
地
域
の
話
が
で
な
い
。
対
応
は
。

政
策
財
政
部
長　

実
証
実
験
後
、
検
証
し
再
考
し
た

い
。
高
齢
者
に
は
お
で
タ
ク
券
を
配
布
し
て
い
る
。

問　

上
山
口
・
木
古
庭
地
域
在
住
者
に
も
配
布
枚
数

は
同
じ
だ
。
数
年
後
の
結
果
を
待
た
ず
別
の
対
策
を
。

政
策
財
政
部
長　
「
は
や
ま
る
」
と
自
宅
と
の
連
携
等
、

町
ト
ー
タ
ル
の
公
共
交
通
施
策
を
考
え
て
い
る
。

問　

お
で
タ
ク
券
を
１
度
に
複
数
枚
使
用
可
に
。

福
祉
部
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
考
え
て
い
る
。
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町が無電柱化計画策定中
（葉山消防署付近）

問　

日
々
の
消
費
生
活
の
面
か
ら
の
高
齢
者
世
帯
数

を
把
握
し
て
い
る
か
。

政
策
財
政
部
長　

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
65

歳
以
上
の
み
の
世
帯
が
３
８
９
２
世
帯
。
全
世
帯
の

約
30
％
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
高
齢
者
638
人
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
運
転
免
許
証
な
し
が
約
３
割
、

80
歳
代
は
約
８
割
が
な
い
。

福
祉
部
長　

令
和
５
年
の
調
査
で
高
齢
者
１
万
201
人

中
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
３
千
人
を
抽
出

し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
88・1
％
の
方
が
自
分
で

買
い
物
を
し
て
い
る
。

問　

地
域
公
共
交
通
会
議
で
ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
バ

ス
が
役
場
を
中
継
す
る
案
は
な
か
っ
た
か
。

政
策
財
政
部
長　

会
議
の
中
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ

う
な
提
案
は
直
接
政
策
課
の
方
に
き
て
お
り
、
実
施

の
方
向
で
検
討
し
た
い
。

傾
向
で
あ
る
が
、
食
い
止
め
る
策
は
あ
る
か
。

福
祉
部
長　

経
済
的
支
援
と
し
て
、
妊
婦
の
た
め
の

支
援
給
付
、
児
童
手
当
の
引
き
上
げ
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
、
ま
た
国
が
行
っ
た
幼
保
無
償
化
、
認
可

外
保
育
園
の
保
育
料
助
成
等
、
子
育
て
の
負
担
を
減

ら
し
「
子
ど
も
を
産
み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
国
、
町
共
に
進
め
て
い
る
。

問　

経
済
的
負
担
で
い
え
ば
、
国
民
健
康
保
険
料
は

町
も
関
わ
っ
て
い
る
が
、
下
げ
る
方
策
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　

減
免
等
の
努
力
を
し
、
県
下
で
は
下
か

ら
３
番
目
の
料
率
で
あ
り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　問　

町
の
無
電
柱
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

都
市
経
済
部
長　

県
の
無
電
柱
化
推
進
に
連
携
す
る

か
た
ち
で
、
町
の
無
電
柱
化
計
画
を
12
月
の
国
・
電

力
事
業
者
等
に
よ
る
協
議
会
へ
上
程
で
き
る
よ
う
策

定
を
進
め
る
。

上山口・木古庭地域に対策を

地
域
公
共
交
通

高
齢
者
利
便
向
上

無
電
柱
化

定
例
会
議
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た

お店が遠くて大変
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金
崎
ひ
さ

生
ご
み
を

包
ん
で
出
す
袋
の
処
理
費
は

問　

生
ご
み
を
包
む
袋
は
焼
却
を
し
、
そ
の
処
理
費

も
か
か
る
。
エ
シ
カ
ル
と
は
相
反
す
る
と
思
う
が
。

町
長　

使
わ
な
く
て
も
よ
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
極
力

使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

問　

生
ご
み
は
生
分
解
性
袋
を
使
う
べ
き
だ
。
色
違

い
に
し
て
、
燃
え
る
ご
み
と
同
時
に
週
２
回
の
収
集

が
合
理
的
だ
。
課
題
と
な
っ
て
い
る
お
む
つ
、
ペ
ッ

ト
シ
ー
ツ
等
の
臭
気
ご
み
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

環
境
部
長　

臭
気
ご
み
全
般
の
対
応
を
図
る
。

問　

逗
子
市
の
生
ご
み
分
別
は
町
と
共
和
化
工
（
株
）

の
協
議
が
整
っ
て
か
ら
と
の
こ
と
だ
が
。

副
町
長　

早
く
入
れ
て
欲
し
い
と
要
望
し
て
い
る
。

　
　問　

一
色
平
松
の
開
発
で
は
水
み
ち
が
変
わ
り
、
え

ぐ
れ
た
第
４
汚
水
処
理
場
の
法
面
の
対
応
は
。

環
境
部
長　

業
者
か
ら
は
ま
だ
返
事
が
な
い
。

環
境
部
長

積
算
し
て
い
な
い　
　
　
　

開　
　
　

発

議
員
懇
談
会

伊
東
圭
介

問　

町
が
民
間
企
業
等
と
締
結
し
て
い
る
協
定
が
形

骸
化
し
て
な
い
か
、
改
め
て
協
議
の
場
を
設
け
て
点

検
・
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

多
様
化
す
る
行
政
需
要
へ
の
対
応
も
必
要
で

あ
り
、
有
効
性
・
実
効
性
の
観
点
か
ら
協
定
内
容
の

点
検
・
見
直
し
や
意
思
確
認
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

問　

特
に
現
場
の
担
当
者
へ
の
周
知
が
重
要
な
見
守

り
に
関
す
る
協
定
に
よ
る
孤
独
死
の
通
報
の
実
績
は
。

福
祉
部
長　

令
和
６
年
16
件
中
、
４
件
は
、
協
定
を

結
ん
で
い
る
事
業
者
か
ら
の
通
報
で
発
見
し
て
い
る
。

　
　問　

２
０
２
７
年
末
に
蛍
光
灯
の
製
造
・
輸
出
入
が

禁
止
さ
れ
る
。
公
共
施
設
を
早
急
に
L
E
D
化
す
る

必
要
が
あ
る
が
。

町
長　

役
場
庁
舎
は
、
ほ
ぼ
完
了
。
他
の
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
所
管
課
で
予
算
計
上
し
、
期
限
を
見

町
長必

要
性
を
感
じ
て
い
る

公
共
施
設
の
L
E
D
化

町
が
締
結
し
て
い
る「
協
定
」の

点
検・見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
町
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
　●

ス
ポ
ー
ツ
親
善
振
興
事
業

　

酷
暑
の
た
め
、
草
津
町
と
の
交
流
事
業
の
日
程
を
夏
か
ら
10

月
へ
変
更
す
る
。

●「
公
共
施
設
等
将
来
構
想
」「
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」「
中

期
財
政
見
通
し
」
の
公
表

　

莫
大
な
費
用
の
か
か
る
小
中
一
貫
校
の
整
備
が
含
ま
れ
る
の

で
、
町
民
に
も
意
見
を
求
め
、
検
討
を
続
け
て
い
く
。

●
民
泊
・
簡
易
宿
所
検
討
会
議

　
「
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責
任
あ
る
観
光
）」
の
観

点
か
ら
、
町
の
担
当
課
と
鎌
倉
保
健
福
祉
事
務
所
、
葉
山
警
察

署
等
で
検
討
会
議
を
設
置
し
た
。

●「
ミ
ュ
ー
シ
ー
」
と
の
連
携
協
定
締
結

　

葉
山
町
P
R
大
使
と
し
て
、
今
後
も
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
等

へ
の
出
席
を
お
願
い
す
る
。

6
月
20
日

ミューシーが葉山町PR大使に

定
例
会
議
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た
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問　

茅
木
山
開
発
で
も
水
が
出
る
と
の
こ
と
だ
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
調
査
し
て
欲
し
い
が
。

都
市
経
済
部
長　

雨
が
降
っ
た
ら
現
場
を
確
認
す
る
。

問　

山
の
一
角
が
マ
ッ
チ
棒
を
刺
し
た
よ
う
に
木
が

伐
採
さ
れ
て
い
る
状
態
を
「
管
理
行
為
」
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
を
阻
止
す
る
方
策
は
。

町
長　

今
後
、
業
者
と
課
題
意
識
は
共
有
す
る
。

問　

道
路
拡
幅
は
、
し
っ
か
り
と
指
導
し
て
欲
し
い
。

都
市
経
済
部
長　

常
に
課
題
と
な
り
、
何
と
か
次
な

る
手
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　問　

町
立
保
育
園
の
園
児
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
に

触
れ
る
機
会
を
。

福
祉
部
長　

日
本
語
の
発
達
を
促
す
こ
と
が
不
可
欠

だ
が
、
遊
び
の
中
に
は
少
し
取
り
入
れ
て
い
る
。

問　

分
離
型
小
中
一
貫
校
を
始
め
た
が
、
児
童
生
徒

に
そ
れ
を
自
覚
さ
せ
る
企
画
は
。

教
育
部
長　

教
員
間
の
交
流
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

教　
　
　

育

「
町
民
と
の
会
議
」の
申
し
込
み
方

据
え
て
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
導
入
・
転
換
を
す
る
。

　
　問　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
、
２
０
２
９
年
５
月
末
で

サ
ー
ビ
ス
が
終
了
す
る
。
２
０
１
４
年
に
デ
ジ
タ
ル

化
し
導
入
後
、
11
年
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
納
得
が

い
か
な
い
。
新
シ
ス
テ
ム
導
入
計
画
を
伺
う
。

総
務
部
長　

指
摘
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
終
了
に
な
る

こ
と
は
想
定
外
で
あ
る
。
今
後
の
新
シ
ス
テ
ム
導
入

に
向
け
て
は
、
専
門
家
の
支
援
に
加
え
、
他
自
治
体

と
も
情
報
交
換
を
す
る
中
で
慎
重
に
選
定
し
て
い
く
。

　
　問　

健
康
診
断
は
法
に
よ
り
実
施
義
務
が
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
不
登
校
生
徒
・
児
童
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
部
長　

在
籍
校
か
ら
日
程
等
の
連
絡
は
し
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
医
の
協
力
で
直
接
医
院
で
健
診
し

て
も
無
償
で
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
健
康
診
断
項
目
を
受
け
て

い
な
い
子
ど
も
が
実
際
に
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

不
登
校
生
徒
・
児
童
の
健
康
診
断

防
災
行
政
無
線
の
再
整
備

生ごみ排出用プラ袋　焼却処分に

郵便物の溜まったポスト

　

議
会
で
は「
議
会
報
告
会
」の
ほ
か
、
町
民
の
方
や

団
体
の
方
々
と
の
懇
談
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

議
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

9/3（水） 9/24（水）
9/25（木）
9/26（金）

9/11（木）
9/12（金）
9/16（火）
9/17（水）

9/18（木）
9/22（月）

各常任委員会 決算特別委員会

9/3（水）
10/8（水）

9/9（火）
9/10（水）

10/6（月）
10/7（火）
10/8（水）

議案審議 総括質問 一般質問

9/30（火）
議会運営委員会

9/29（月）
クリーンセンター再整備に関する特別委員会

９月定例会議は９/３-10/8の予定です。９月定例会議は９/３-10/8の予定です。

定
例
会
議
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
人
事
が
変
わ
り
ま
し
た

過去の
意見交換会

T
E
L
．0
4
6

－

8
7
6

－

1
1
1
1

スケジュールは変更になる可能性があります。
また、一般質問は質問者数によって日程が変動します。
詳しくは議会ホームページにてご確認ください。
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山
田　

由
美

笠
原　

俊
一

笹
本　

貢
史

中
村　

和
雄

金
崎　

ひ
さ

荒
井　

直
彦

窪
田　

美
樹

議
長　

土
佐
洋
子

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

令
和
５
年
９
月
、
元
町
民
か
ら

提
訴
さ
れ
た
10
万
円
の
慰
謝
料
を

求
め
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
は
、

６
年
12
月
に
鎌
倉
簡
易
裁
判
所
で

「
棄
却
」
の
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、７
年
１
月
３
日
付
け
で
、
横
浜

地
方
裁
判
所
に
控
訴
状
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。町
と
し
て
は
、
控
訴
人

の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
こ
と
か

ら
弁
論
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

世
界
情
勢
の
悪
化
が
心
配
で
す

が
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
国
民
の

政
治
へ
の
関
心
が
重
要
だ
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
初
め
て
広
報
の
委
員
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
責
務
に
冷
や

汗
を
か
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
２
年
、
委
員
会
と
事
務
局
の
力

を
合
わ
せ
、
議
長
や
他
議
員
の
協

力
も
求
め
、
広
報
広
聴
を
進
化
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
は
「
議
会
だ
よ
り
」

や
議
会
に
つ
い
て
等
、
ご
意
見
を

お
寄
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
８

月
の
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
も
、

議
員
と
の
親
睦
と
い
う
意
味
合
い

で
、
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。「
町

の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
」「
議

員
の
知
り
合
い
も
い
な
い
」
と
い

う
方
こ
そ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

委
員
長

山
田
由
美

町
長
行
政
報
告

①議会と議会だより

2月2日のワークショップの様子８月21日（木） 19時～20時30分
教育総合センター会議室（町役場横）

日　時

場　所

手話通訳が必要な方は、事前に議会事務局にお申し出ください。
悪天候等で延期の場合は町のLINEでお知らせします。

議会主催

申し込みは不要ですので、お気軽に会場へお越しください。


